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ト
ン
チ
ュ
ま
で
も
が
興
奮
の
渦
に
吞
み
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
。

県
外
で
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
情
感
だ
し
、
国
レ
ベ
ル
で

〝
同
じ
絵
〞
を
想
像
し
て
み
る
と
、〝
国
粋
的
・
全
体
主
義
的
な

熱
狂
〞
に
な
り
か
ね
な
い
危
う
さ
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。
た
だ

こ
の
祭
典
に
お
い
て
は
、〝
選
ば
れ
た
民
〞
が
威
風
を
誇
る
空

気
は
な
く
、
む
し
ろ
小
さ
な
島
に
出
自
や
ル
ー
ツ
を
持
つ
仲
間

同
士
、
ど
れ
ほ
ど
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
よ
う
と
も
、
父
祖
伝
来
の

心
根
を
失
う
ま
い
と
す
る
〝
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ら
で
は
の
自
負

心
〞
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
、
六
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
第
七

回
大
会
は
昨
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
四
日
間
の
日
程
で
那
覇
市

を
会
場
に
開
か
れ
た
。
私
は
前
回
大
会
に
引
き
続
き
、
現
地
で

そ
の
空
気
を
体
感
し
た
。

民
族
の
祭
典
―
―
こ
う
言
う
と
、
ナ
チ
ス
時
代
の
ベ
ル
リ
ン

五
輪
映
画
の
邦
題
と
重
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
明
治
以
来
沖

縄
か
ら
世
界
に
散
っ
た
移
民
の
末
裔
が
、
五
年
ご
と
に
〝
父
祖

の
地
〞
に
参
集
す
る
「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
は
、

ル
ー
ツ
を
同
じ
く
す
る
同
胞
が
世
界
規
模
で
紐
帯
を
確
か
め
合

う
、
ま
さ
に
そ
ん
な
趣
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
だ
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ら
で
は
の
自
負
心

自
分
た
ち
は
み
な
等
し
く
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
で
あ
る
│
│
。

シ
ン
プ
ル
に
そ
の
一
点
で
、
国
内
外
一
万
人
前
後
も
の
大
会
参

加
者
が
歓
喜
に
酔
い
し
れ
る
。
と
く
に
野
球
場
で
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
は
高
揚
感
が
満
ち
あ
ふ
れ
、
私
の
よ
う
な
部
外
者
の
ヤ
マ

上

沖
縄
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

─
海
外
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
か
ら
見
る
復
帰
50
年
─

番
外
編

彼
の
こ
と
は
、
本
誌
の
連
載
を
二
〇
〇
八
年
に
書
籍
化
し
た

『
日
本
か
ら
一
番
遠
い
ニ
ッ
ポ
ン
』（
東
海
教
育
研
究
所
）
で
も
取

り
上
げ
た
。
初
め
て
会
っ
た
の
は
三
十
年
ほ
ど
前
、
年
齢
は
私

が
四
つ
上
に
な
る
。

当
時
の
私
は
朝
日
新
聞
記
者
と
し
て
、
ド
ミ
ニ
カ
移
民
問
題

（
戦
後
、
過
剰
人
口
対
策
で
カ
リ
ブ
の
国
・
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
に
送
ら
れ
た

日
本
人
移
民
が
、
砂
漠
の
よ
う
な
農
業
不
適
地
へ
の
入
植
を
強
い
ら
れ
困

窮
し
、
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
に
つ
な
が
っ
た
出
来
事
）
を
取
材
、
他
の

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
へ
の
日
本
人
移
民
史
に
も
興
味
を
広
げ

て
い
た
。
か
た
や
深
沢
氏
は
、
ド
ミ
ニ
カ
移
民
調
査
団
長
を
務

め
た
移
民
研
究
者
で
三
重
大
学
教
授
だ
っ
た
故
・
今
野
敏
彦
氏

（
の
ち
に
東
海
大
学
教
授
）
の
教
え
子
だ
っ
た
関
係
で
『
ニ
ッ
ケ
イ

新
聞
』
の
前
身
『
パ
ウ
リ
ス
タ
新
聞
』
の
研
修
記
者
と
な
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
住
に
踏
み
切
ろ
う
と
し
て
い
た
。

何
年
か
の
一
時
帰
国
以
外
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
現
地
で
生
活
す

る
深
沢
氏
に
は
及
ぶ
べ
く
も
な
い
の
だ
が
、
私
も
そ
の
後
朝
日

を
辞
め
、
ペ
ル
ー
の
日
系
紙
『
ペ
ル
ー
新
報
』
で
働
く
な
ど
約

六
年
間
、
南
米
の
日
系
社
会
に
身
を
置
い
た
。

つ
ま
り
私
た
ち
は
平
成
以
後
の
取
材
者
で
は
、
移
民
や
日
系

人
を
そ
れ
な
り
に
深
く
知
る
立
場
に
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も

他
の
日
系
人
と
比
較
し
て
「
沖
縄
県
系
人
」（
沖
縄
で
は
地
元
に

今
回
は
「
水
際
対
策
」
の
解
除
が
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
遅
れ
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
」
の
受
け
皿
も
作
っ
た
た
め
、
海
外
か
ら

実
際
に
来
県
し
た
参
加
者
は
計
二
十
一
の
国
と
地
域
か
ら
二
三

〇
〇
人
余
り
。
過
去
六
大
会
、
右
肩
上
が
り
で
規
模
を
拡
大
し

前
回
は
約
七
三
〇
〇
人
の
訪
日
を
記
録
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

〝
リ
ア
ル
参
加
者
〞
は
大
幅
に
減
少
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で

も
地
元
沖
縄
の
人
々
も
数
多
く
参
集
し
て
、
い
ず
れ
の
イ
ベ
ン

ト
会
場
も
過
去
に
劣
ら
な
い
熱
気
に
満
ち
て
い
た
。

十
月
三
十
日
の
午
後
。
那
覇
市
の
目
抜
き
通
り
・
国
際
通
り

で
は
、
参
加
者
が
国
別
に
行
進
す
る
「
前
夜
祭
パ
レ
ー
ド
」
が

行
わ
れ
た
。
沿
道
を
埋
め
尽
く
す
人
垣
か
ら
「
お
か
え
り
ー
」

「
ウ
エ
ル
カ
ム
バ
ッ
ク
」
な
ど
と
絶
え
間
な
く
声
援
が
飛
ぶ
な

か
で
、
揃
い
の
シ
ャ
ツ
、
あ
る
い
は
民
族
衣
装
な
ど
を
身
に
着

け
た
人
々
が
満
面
の
笑
顔
で
練
り
歩
く
。

私
が
旧
友
を
見
つ
け
た
の
は
、
ド
ラ
ム
隊
が
激
し
く
サ
ン
バ

の
リ
ズ
ム
を
打
ち
鳴
ら
す
ブ
ラ
ジ
ル
勢
の
隊
列
だ
。
前
年
暮
れ
、

移
民
世
代
の
高
齢
化
で
廃
刊
し
た
現
地
日
系
紙
『
ニ
ッ
ケ
イ
新

聞
』
の
編
集
長
だ
っ
た
深
沢
正
雪
氏
。
現
在
は
『
ブ
ラ
ジ
ル
日

報
』
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
発
行
す
る
媒
体
で
、
両
国
の
情
報
を
双

方
向
に
発
信
す
る
新
機
軸
の
二
ヵ
国
語
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
を

模
索
し
て
い
る
。
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